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公明党は、全議員が地域の最前線 ： 運動を積極的に展開。山口那淳男代

を歩き、「子育て」「介護｣「中小企業」 ； 表の調査の模様を紹介するととも

「防災。減災｣の四つをテーマにアン ； に､識者から寄せられた「期待の声」

ケートを宿ろ『100万人訪問。調査」 ミ を掲載します。
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全

期待します

政
治
家
が
地
域
に
入
っ
て

〃
一
人
″
の
声
を
聞
き
、
行
政

に
働
き
掛
け
て
、
そ
の
声
を
実

現
す
る
。
そ
し
て
、
結
果
を
評

東
北
大
学
准
教
授

か
ず
の
り

河
村
和
徳
氏

子
育
て
、
介
護
、
中
小
企
業
、
防
災
。
減
災
で

全
議
員
が
現
場
の
声
聞
く

み
す

語
生
活
で
お
困
り
の
れ
ば
ど
う
ぞ
気
軽
に
。
そ
れ
の
変
化
を
見
据
え
、
四
つ
の
ま
と
め
た
結
果
は
、
党
全
体

あ
り
ま
せ
ん
か
」
。
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
一
皀
妻
な
政
策
テ
ー
マ
に
つ
い
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
や

津
男
代
表
は
松
山
市
た
ち
も
頑
張
り
ま
す
か
ら
」
て
、
議
員
が
現
場
の
言
市
町
村
単
位
で
の
政
塞
￥
案

原
道
子
さ
ん
（
門
）
宅
と
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
を
直
接
聞
く
の
が
狙
い
で
な
ど
に
生
か
す
予
定
で
す
。

し
、
介
護
の
ア
ン
ケ
◇
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

す
。

錨
を
片
手
に
状
況
な
今
回
の
運
動
は
、
人
口
減
調
査
期
間
は
４
月
か
ら
６
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

』
一
に
聞
き
取
り
ま
し
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
月
ま
で
の
３
カ
月
間
。
取
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
。
サ
ー

価
し
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
な

げ
て
い
く
１
．
こ
う
し
た
サ

イ
ク
ル
は
民
主
主
義
の
原
点
で

あ
り
、
今
回
の
訪
問
・
調
査
運

動
は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
当
た
る

活
動
だ
と
高
く
評
価
し
て
い
ま

す
。

国
民
に
と
っ
て
、
政
治
に
「
声

が
届
い
た
」
と
い
う
体
験
は
、

民
主
主
義
の
原
点
と
い
え
る
活
動

｢Ⅷ痴人訪問･調査｣から実現

学
校
に
壜
つ
子
ど
も
た
ち
の
い
て
帰
る
「
置
き
勉
」
や
、
学

蕩
臺
く
１
．
文
慧
学
案
に
諄
る
髻
豊
の
計

省
は
６
日
、
都
道
府
県
の
教
育
画
的
な
持
ち
帰
り
な
ど
、
教
育

委
雲
毛
払
些
学
校
事
務
主
管
現
場
鬘
蔭
に
行
わ
れ
て
い
る

課
な
ど
に
対
し
、
児
童
生
徒
が
工
夫
例
を
紹
介
。
各
学
校
に
対

登
下
校
時
に
持
ち
運
ぶ
教
科
し
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
対
策
を

》
鷆
霊
蕊
譲
検
燗
窪
弓
謹
津

連
絡
を
出
し
た
。
３
カ
月
間
に
わ
た
り
実
施
し
た

事
務
連
絡
で
は
、
家
庭
学
習
「
１
０
０
万
人
訪
問
・
調
査
」

で
使
わ
な
い
教
材
を
学
校
に
置
運
動
の
中
で
「
中
学
生
の
通
学

ラ
ン
ド
セ
ル
を
軽
く

政
治
へ
の
信
頼
を
生
む
だ
け
で

な
く
、
民
主
主
義
を
正
し
く
理

解
す
る
契
機
と
も
な
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
の
運
動
は
、

国
民
の
不
安
を
偏
り
、
支
持
を

集
め
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆

迎
合
主
義
）
の
対
極
に
あ
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
公
明
党
が
他
党
と
違

I

ｉ
辿
列
ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｅ
８
■
■
Ｆ
１
ｐ
ｐ
ｐ
４
１
Ｃ
ａ
（
Ⅵ
９
２
０
１
・
口
Ｉ
Ｄ
‐
！
ｒ
生
母
琢
主
ｒ
野
三
四
“
員

う
の
は
、
た
と
え
地
方
の
小
さ

な
声
で
も
、
重
要
で
あ
れ
ば
党

全
体
で
議
論
さ
れ
、
全
国
の
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
政
策
に

な
る
点
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
細

か
な
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
意
義
は

大
き
い
。
運
動
の
成
果
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

お
ぺ
ん

工夫例示し配慮を要請

I
談
を
受
け
た
金
庭
宜
雄
・
名
古

屋
市
議
が
、
新
妻
ひ
で
き
参
院

議
員
と
連
携
。
さ
ら
に
、
参
院

文
教
科
学
委
員
会
で
質
問
の
機

会
が
あ
っ
た
佐
々
木
さ
や
か
参

院
議
員
が
新
妻
氏
か
ら
話
を
受

け
、
６
月
に
同
委
員
会
で
林
芳

正
文
科
相
に
対
応
策
を
求
め
る

な
ど
、
連
携
プ
レ
ー
で
通
学
に

お
け
る
荷
物
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

バ
ッ
グ
が
重
過
ぎ
る
」
と

ビ
ス
）
も
活
用
し
つ
つ
、
運

動
を
効
果
的
に
発
信
し
ま

す
。

身
近
に
公
明
党
が
い
る
こ

と
を
示
す
こ
と
で
、
「
大
衆

と
と
も
に
」
と
の
立
党
精
神

を
体
現
し
て
い
き
ま
す
。
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通常の｢公明新聞｣は日刊で、
このPR版の2倍の大きさとな
るブランケット判、 8ページ建
てです。毎週日曜日付の「日曜
版」のみの購読も可能です。

＝4面に紙面構成の紹介

２
０
１
８
年

９
月
７
日
付
２
面

２
０
１
８
年

４
月
８
日
付
１
面

こ
ん
ば
の
ぷ
お

の
相’
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｢あの日｣を胸に生きる

こ
ん
じ
よ
う

刻
一
刻
と
、
紺
青
の
海
を
だ
い

だ
い
色
に
染
め
上
げ
な
が
ら
、
日

輪
が
赤
々
と
昇
る
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
７
年
を
迎
え
た
ｕ
日
、
東

北
の
被
災
地
は
早
朝
か
ら
、
鎮

魂
と
復
興
へ
の
祈
り
に
包
ま
れ

た
。あ

の
日
、
多
く
の
命
を
奪
っ
た

｜

’

五

a

海
。
宮
城
県
東
松
島
市
の
野
蒜
海

岸
に
は
、
静
か
な
波
が
寄
せ
て
は

返
す
。
朝
日
に
照
ら
さ
れ
て
亡
き

人
を
思
い
、
海
へ
向
か
っ
て
祈
る

女
性
の
姿
が
あ
っ
た
。

人
々
は
、
あ
の
日
の
記
憶
を
胸

に
、
一
歩
、
ま
た
一
歩
と
明
日
へ

歩
み
続
け
る
。 'I

’
1

’

2018年

3月12日付1面

あの日、多くの命力篭奪われた野蒜海岸では、赤々と昇る太陽に向かって
祈りをささげる女性の姿があった＝3月11日宮城。東松島市

西
日
本
豪
雨
を
受
け
て
公

明
党
岡
山
県
本
部
災
害
対
策

本
部
（
本
部
長
Ⅱ
高
橋
英
士

県
議
）
は
、
犠
牲
者
矼
人
、

浸
水
面
積
１
２
０
０
瀞
の
と

搦
譲
霊
耀
》
稚

〃
ど
真
ん
中
″
に
現
地
災
害

対
策
本
部
（
本
部
長
Ⅱ
森
分

敏
明
市
議
）
を
設
置
し
、
被

災
し
た
住
民
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
続
け
て
い
る
。
同
対

策
本
部
の
取
り
組
み
を
追
っ

た
。

「
建
て
替
え
を
す
る
と
な

る
と
、
費
用
が
ど
れ
く
ら
い

最前線で被災者とともに坐
ロ
里
季
臺
藏

。▲

岡山｡倉敷市真備町で現地災害対策本部

住まいの相談迅速な対応

騨
繩
霞
需

（
開
）
。
資
材
置
き
場
と
し
て

洲
訓
乢
齪
ｗ
聡
篝
艫
梛
罐
馴

迄
う
か
い

し
そ
う
な
状
況
に
。
被
災
し

た
家
屋
の
片
付
け
な
ど
に
追

わ
れ
る
厚
男
さ
ん
に
代
わ

り
、
晟
審
ん
（
理
澪

役
所
に
何
度
も
足
を
運
び
、

き
ゅ
う
じ
よ
う

窮
状
を
訴
え
た
が
事
態
の
進

展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

諭
さ
ん
が
公
明
党
岡
山
県

本
部
の
現
地
災
害
対
策
本
部

を
訪
れ
た
の
は
別
日
。
相
談

を
受
け
た
公
明
書
自
ほ
、
現

場
に
駆
け
付
け
被
害
状
況
を

た
ん

に
な
る
か
…
…
」
・
そ
う
嘆

現
地
災
害
対
策
本
部
で
被
災
住
民
の
相
談
に
応
え
る

（
手
前
左
か
ら
）
薮
田
尊
典
、
新
垣
敦
子
の
両
倉
敷

市
議
ら
Ⅱ
７
月
肥
日
岡
山
・
倉
敷
市
真
備
町

確
認
。
早
急
な
対
策
が
必
要

と
感
じ
、
市
に
掛
け
合
っ
た
。

そ
の
結
果
、
応
急
処
置
と
し

て
、
家
屋
が
倒
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
、
つ
い
た
て

２
本
と
危
険
を
知
ら
せ
る
ロ

ー
プ
が
”
日
に
張
ら
れ
た
。

羽
日
に
は
台
風
ｎ
号
が
被
災

地
な
ど
を
襲
っ
た
が
倒
壊
を

ま
い
か
免
れ
、
諭
さ
ん
と
厚
男
さ
ん

は
「
ひ
と
ま
ず
ホ
ッ
と
し
た
」

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

公
明
議
員
は
家
屋
の
建
て

替
え
に
向
け
た
相
談
な
ど
に

引
き
続
き
当
た
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年

７
月
訓
日
付
７
面

な
か
の
わ
た
り

公
明
党
の
中
野
渡
志
穂
北
海
道

議
と
阿
部
裕
美
子
石
狩
市
議
は
妬

日
、
北
海
道
む
か
わ
町
を
訪
れ
、

地
震
で
被
災
し
た
住
民
か
ら
要
望

あ
ず
寵
ち
よ
し

を
聞
い
た
。
東
千
吉
町
議
が
同
行

し
た
。

こ
の
日
の
訪
問
は
、
同
町
の
竹
あ

中
喜
之
町
長
か
ら
覆
害
に
遭
っ

た
人
た
ち
の
話
に
、
親
し
く
耳
を

傾
け
て
ほ
し
い
」
と
の
依
頼
を
、

中
野
渡
道
議
が
受
け
て
実
現
。
臨

床
発
達
心
理
士
の
資
格
を
持
つ
中

野
渡
道
議
と
、
防
災
士
の
阿
部
市

－可
１
４
二
一
■

■
９
０

幸

ｒ
叱
海
道
地
震
一

副
ー

こ
ま
や
か
な
支
援
隅
々
ま
で

了ロ
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
８
１
Ｉ
Ｆ
ｌ
旧
ｆ
Ｕ
ｌ
例

１
１ 北

海
道
む
か
わ
町
で
公
明
女
性
議
員

町
長
が
依
頼
被
災
者
の
要
望
聞
く

．=

■
ｌ
・
■
当
ａ
■
且
Ｆ
１

｜
盲
宅
一

リ
蕨喜恥

函
”
㈹
冊
ト
ー
晦
臓
”
Ⅸ
１
１
」

I

議
が
、
専
門
知
識
や
経
験
を
も
と

に
応
対
し
た
。

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
道
の
駅

「
む
か
わ
四
季
の
館
」
で
は
、
周

辺
住
民
の
協
力
で
救
い
出
さ
れ
、

九
死
に
一
生
を
得
た
家
族
に
話
を

聞
い
た
。
中
野
渡
道
議
ら
は
、
．

日
も
早
く
生
活
が
再
建
で
き
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ

ま
や
か
な
支
援
が
行
き
渡
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
〃
一
人
の
一
Ｆ

に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
。
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避難所で話を聞く（正面左2人目から）中野渡
阿部、東の各議員＝9月25日北海道むかわ町
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躍を、正確に、素早く伝えています。

また、政治や経済の課題を読者目線で

分かりやすく解説。暮らしに役立つ多

彩な情報をはじめ、文化や芸能・スポ

ーツ欄など魅力いっぱいです。

公明新聞は多くの読者に支えられ、

創刊から56年の歴史を歩んできまし

た。日刊の政党機関紙として、一般紙

の報道だけでは知ることのできない公

明党の考え方、政策、議員や党員の活
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■望凪

五蹴望誤り｜
驍鯉砦すぐ’ で

役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い

１
日
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ｊ
‐
ｂ
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０
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０
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シニア 「解説ワイド」 暮らし

霊 版±
芸能。 暮らし､川柳、

文化 スポーツ 読者投稿

二二 鼠一

イラストやマンガ付きの｜
企画は分かりやすい/ 1

一 ｰ~~一1丁－－~‐

I
■
宝
■ '1

識者インタビューや読者の声も楽しみ／ ‘

逗号一
凶ニニ ｜

’
読者投稿

１
砕
一
詐
一
胃

経

三

勗 芸能・
スポーツ

芸能・
スポーツ

文化済

連載小説

購読料

暮らし､｢手筋教室｣、
-党員女性議員地方議会青年議員 地方議会

｜騨零鰯忌一全園の公明党議員の活動や、

､党員

全国の公明党議員の活動や、 があるわ／

公
明
新
聞
１
カ
月
１
８
８
７
円

日
曜
版
の
み
２
９
３
円

（
い
ず
れ
も
税
込
み
）

各地の党活動などを紹介

テレビ･ラジオ番組表
q 一一

※紙面の都合により､掲載面､曜日などを変更することもあります

’総
合
政
治
面
で
あ
る
１
，
２
，

３
面
は
、
公
明
党
の
今
の
動
き
、

一
般
の
一
一
ユ
ー
ス
を
は
じ
め
、

ル
ポ
や
識
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
、
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
分

イラストで明快な政治解説

幅広い世代が楽しめる企画

議員､党員の活躍を伝える

篝
の
連
乗
説
銀
閣
の
人

筆さ者

門井慶喜氏

か
り
や
す
く
掘
り
下
げ
て
解
説

し
て
い
ま
す
。

４
面
は
、
公
明
党
の
実
績
を

中
心
に
イ
ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
で

紹
介
す
る
「
見
せ
る
企
画
」
が
人

気
。
子
ど
も
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
、
知
っ
て
得
す
る
楽
し
い
生

活
情
報
が
満
載
で
す
。
５
面

は
、
連
載
小
説
や
話
題
の
映

画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
音
楽
、
舞
台

な
ど
文
化
・
芸
術
の
一
一
ユ
ー
ス

も
幅
広
く
紹
介
。
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
人
気
女
優
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
評
判
で
す
。

６
，
７
面
は
、
地
方
議
員
や

党
員
、
女
性
委
員
会
、
青
年
委

員
会
に
焦
点
を
当
て
、
公
明
党

の
日
常
活
動
や
地
域
の
実
績
を

詳
し
く
報
じ
て
い
ま
す
。

日
曜
日
付
（
日
曜
版
）
は
、

著
名
人
や
識
者
と
公
明
党
議
員

と
の
対
談
・
て
い
談
企
画
、
公

明
党
の
１
週
間
の
動
き
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
「
ウ
イ
ー

ク
リ
ー
公
明
」
が
好
評
。
話
題

門
井
慶
喜
氏
の
時
代
小
説

『
銀
閣
の
人
』
が
好
評
で
す
。
門

井
氏
は
、
『
銀
河
鉄
道
の
父
』

で
第
１
５
８
回
（
２
０
１
７
年

度
下
半
期
）
直
木
賞
を
受
賞
し

さ
し
え

て
い
ま
す
。
挿
絵
は
、
歴
史
小

ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｉ
Ｉ
ｐ
ｐ
０
日
日
Ⅱ

も
ト

~一一■■■■ー■■q■し一一■■一‐一一一一－一＝ーー一一一一一一一＝一一~ローーーーーーーーーーーー~－－－－廿一一一一一一一一一一

の
人
が
登
場
す
る
「
素
顔
」

〔
別
掲
〕
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
読
者
投
稿
作
品
の
紹
介
、

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

ラ
ロ
が
伝
授
今
夜
の
お
か

ず
」
な
ど
、
楽
し
め
る
内
容
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

９
０
ｊ
Ｉ
Ｉ
０

１
１
Ｉ
ｊ
０
１
Ⅱ
６
Ⅱ
０
０
Ⅱ
８
０
０
０
Ⅱ
０
０
１
９
９
１
０
０
１
０
１

説
を
中
心
に
手
掛
け
、
幅
年
に

講
談
社
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し

た
村
田
涼
平
氏
で
す
。

同
小
説
は
、
室
町
幕
府
第
８

代
将
軍
。
足
利
義
政
が
主
人

お
う
に
ん

公
。
応
仁
の
乱
と
い
う
争
い
の

時
代
を
生
き
な
が
ら
東
山
文
化

を
代
表
す
る
銀
閣
を
建
て
た
義

政
の
物
語
で
す
。
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ス
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行
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飛
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作
宇
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Ｉ
く
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旬

太
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Ｗ
茂
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聡
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翔
堅
日
一
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一
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井
泉
賀
井
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羽
金
増
一

し
い
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い
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』一年一一

ｊ
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ｊ
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一

一
蹴
》
一
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一
四
訓
鐸
癖
》
一
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顔
な
一

素
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鷲
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１
Ｉ

Ｆ
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凸
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マ
臥
己
■
嗽
守
岨
唖
ｅ
ｑ
町
■
Ⅲ
Ⅳ
■
町
伊
巳
即
邑
Ｒ
ｒ
リ
Ⅱ
■
席
車
上
諒
珊
好
丑
侶
訓
公

一
１
１

｜
｜
｜

｜

｜
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々

－
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■
Ｆ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
卜
Ｒ
Ⅱ
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１
１
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弓
岫
Ｉ
ロ
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弔
己
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Ｊ
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ｐ
４
０
ｑ
■
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Ｐ
０
ｐ
ｑ
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Ⅱ
１
１
８
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ｑ
已
甲
守
屯
＃
Ｊ
剛
や
も
巳
Ｉ
刊
１
１
Ｊ

〃
《
■
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<日刊＞月額1SOO円(税込み）

版公明新聞電子明 ＜日曜版＞月

1 し請求書による銀行振込払いの｢法人契約｣も
臨場感伝わる豊富なカラー写真

充実の独自コンテンツ動画や追加写真、
偶

鍵お申し込みはコチラ、

こ入り記事を手軽に保存・共有お気I
、
ｈ
Ⅲ
ｒ
Ｌ
ｒ
６
Ｉ
Ｆ
Ｌ
ｈ
６
ｈ
ｈ

公明新聞電子版コールセンター0120-350500（平日9時～17時）


